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関
係
者
の
ご
協
力
を

　
　
　
　

工
事

費
は
千
八
百
万
円

　
三
十
四
年
一
す
ぐ
田
ん
ぼ
へ
出
て
大
橋
の
橋

度
の
分
に
っ
一
附
近
に
と
り
つ
け
る
計
画
で
実

い

て

本
省
と
施
の
運
び
と
な
つ
た
と
き
は
、

協
議
し
た
結
関
係
の
土
地
、

果
、
延
長
約
ご
協
力
を
切
に
願
う
も
の
で
あ

還
註
り
聲
い
と
し
て
は
、
で
覧

打
費
千
八
百
一
ば
さ
ら
に
山
ノ
ロ
ま
で
本
年
度
一

万

川
E
　
I
Y
て
や
つ
て
い
た
だ
き
た
い
と
希
中

ぼ

施
さ
れ
る
し
ま
し
た
が
、
本
省
や
、
県
の

家
屋
所
右
者
の
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
ま
ま
放
つ
て
お
く
こ
と

ス

の
鹿
屋
、
根
占
乗
り
い
れ
、

垂
水

汽
船
の
志
布
志
、
佐
多
乗

り
い
れ
、
三
州
パ
ス
の
袴
腰
、

福

山
乗
り
い
れ
と
、
三
者
三
ス
省
に
対
し
、
強
く
要
望
さ
れ
る

ク
ミ
の
状
態
で
、
三
者
の
間
で
よ
う
申
し
い
れ
ま
し
た
。

何

ら
か
の
妥
協
が
必
要
と
さ
れ
　
こ
の
間
魎
も
、
早
け
れ
ば
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
度
内
に
解
決
す
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の
で
は
な
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か
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。

　
防
波
堤
の
延
長
工
事
を
実
施

　
　
　
　
　
大

根

占
港
の
修
築
事
業

　
大
根

占
港
は
、
現
在
の
ま
ま
き
た
い
と
要
望
し
、
今
後
も
さ

・
．
　
つ
た
も
の
で
、
丁
護
あ
る
嘆
い
袈
ゼ
ニ
＋
メ
ー
ル
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概
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i
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・
と

補
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は
小
学
校
前
ま
で
3
隠
酬
霧
爵
已
り
、
し

　
改

良
　
加
や
つ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
4
、
夜
間
標
識
灯
を
つ
け
る

鷲
麗
鵬設
三
＋
四
年
度
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萱
一
な
ど
を
計
画
し
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い
ま
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昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
始
め
・
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橋
松
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間
五
六
〇
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ー
ト

ぜ
ひ

国
欽
バ
ス
の
運
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を
運
輸
ら
れ
た
失
業
対
策
事
業
で
、
県
・
ル
の
改
良
工
巾
を
行
う
予
定
で

見
込
み
て
あ
籍
の
都
介
で
こ
の
よ
う
に
な
で
は
港
と
し
て
の
機
能
が
＋
分
ら
に
運
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を
つ
づ
け
た
い
と
田
心

占根

い
ま
す
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灯
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延
長
千
四
百
八
十
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ト

ル
、
巾
員
四
、
六
メ
ー
ト
ル
、

労
力
延
四
千
人
を
要
し
た
。

笹
原
林
道
で
き
る

　
昭
和
二
十
九
年
着
工
、
五
ケ

年
継
続
事
業
で
本
年
展
完
工
し

な
わ
れ
・
す
で
に
工
事
の
大
半
編
成
・
常
時
町
道
の
補
修
篇
「
た
も
の
、
本
年
度
の
工
虫
は
亙

す

る
だ
け
と
な
つ
て
お
り
、
就

労
延
人
員
は
一
〇
、
五
〇
〇
人

に
達
し
ま
し
た
。

桜
原

の

農
道
て
き
る

桜
腺
土
地
改
艮

区
が
総
工
費
万
円
で
共
栄
組
が
施
工
、

地

元
三
割

で
、
池
田
校
区
民
の

労
力
寄
附
延
六
千
人
を
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し
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な
お
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五
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年
の
総
延
長
は
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九
百
四
十
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池
田

と
田
代
を
む
す
ぶ
最
短
路
線
で
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る
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の
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で
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兀
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六
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万
円
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三
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か
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の
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し
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を
」
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ま
せ
ん
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三
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妥
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要
　
朋
翻
聲
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簾
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題
璽
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競
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十
二
月
に
・
6
6
岡
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開
か
れ
た
当
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な
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ひ
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国
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し
て
［
を
約
才
分
三
百
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円
だ
け
や
ろ
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失
対
事
業
の
改
艮
工
郵
現
場

で
き
あ
か
つ
た
拍
原
林
道
本
η

の
施

行
個
所

桜
原
の
農
道

公
聴

会
の
も
よ
う
は
’
す
て
に
強
力
に
運
動
い
た
し
ま
し
た
。
｝
う
と
い
う
こ
と
て
あ
り
ま
し
た
半
ヶ
石
に
架
設
さ
れ
て
い
ま
す
と
て
あ
つ
た
の
で
電
々
公
社
本
足
す
る
の
で
す
が
・

晒酬
肪竃
鋳
騨
艦
纏
㎝
纏
担
舵
露
顯
翼
が
蕊
冷
羅
岬
籍
蕊
難
竃
蕊
報
助
雛
誘
諸
竃

誌
議
慈
聾
膿
知
霞
齢
註
ぽ
ハ
翼
詫
書
い
品
謬
嫉
霧
竃
灘
鰹
語
い
竃
鍵
婿
錫
灘
訟
耀

竃
辮
臆
嘔
議
織
搬
珈
竃
饗
〔
竃

桜
原

は
実
現
確
実

　
　
　
農
村
公
衆
電
話
の
架
設

e
s
｛
〈
’
皆
倉
、
鳥
浜
、
皇
．
瀬
は
戸
数
が
少
な
い
と
い
う
・

　
宿
利
原
に

　
　
　

簡
易
郵
便
局

　
町

と
し
て
は
、
三
十
四
年
度

宿
利
原
に
簡
易
郵
便
局
を
つ
く

る
計
画
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
熊
本
郵
政
局
が
決

　

　

　

　

　

　

　

そ
の
凶
可

自衛官募集

）上
に

な
つ
て
い
ま
す
。
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t二一

町
政
運
営
の
ト

財
産
差
押

も
辞
せ
ず

　　　　　　　　　　滞
納
整
理
を
強
行

だ

く
よ
う
呼
ひ
か
け
て
い
ま
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
分
に
応

　

と
こ
ろ
が
、
中
に
は
話
し
合
し
て
納
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い

て

い・
す
が
、
大
久
保
・
厚
・
合
い
を
行
い
た
い
・
思
い
ま
鱈
鵬
鵠
手
配
し
て
い
た
だ
き
纏
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才

位に宿利原青年団

一一
町内一周駅伝競争一一

町

体
協
主
催
の
第
二
回
町
内
一
周
駅
伝
競
争
　
所
得
税
の
申
告
日

は

二
月
十
五
日
行
わ
れ
、
全
コ
ー
ス

に

麟
鑓
理競
た
．

　

◎
チ
－
ム
成
績

一
位
　
宿
利
原
青
年
団

　
　
一
時
間
四
十
七
分
十
五
秒

二
位

　
高
校
A

　
　
一
時
間
四
十
九
分
三
十
四
秒

三
位
　
池
m
r
1
1
年
団

　

　
一
時
間
五
十
1
分
九
秒

三
十
キ
ロ

　

昭

和
三
十
三
年
分
の
所
得
税

　　　　卵轍
識
議
饗

　
　
　
　
一
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
一
な
お
、
申
告
書
や
、
納
付
書
に

　
　
　
　

は

三

月
十
五
日
と
印
刷
し
て
あ

　
　
　
　

り
ま
す
か
、
三
月
十
六
口
ま
て

一

日
そ
の
改
l

修
工
事
に
一

霞
ま
一

　

丁
事
は

、

と
く
に

破
損
の
大
　

き
い
個
所
一

を

五
丁
区
一

に
分
け
、
一

一延
長
三
百

三
十
ニ
メ

T
ト
ル
の

三
而
張
工

一事
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

L

ζ
差
三
か
え
・
・
と
に
も
l
s
を
す
・
た
め
通
知
を
出
・
て
i
．
S
　
0
て
’
t
e
s
o

－

古
る
の
て
、
町
と
し
て
は
、
強
も
こ
ら
れ
な
い
人
も
あ
り
、
こ
一

お
た

か
い

に
、
気
ま
ず
い
思

と
に
な
り
ま
し
た
．
　
　
　
　
滞
納
者
に
は
、
則
政
兇
押
の
最
珊
解
し
介
つ
て
完
納
す
る
よ
う

｝｝
そ
．
、
で
覧
滞
納
力
．
を
個
頂
ほ
‖
り
竃
を
に
、
た
い
も
の
で
方

いノ
ノ

到

て
こ

の
整
Jl【1

に
当
る

こ

の
よ

う

な

忠
質
と

み
な
さ

れ
る

い
を
し

な

い
て
、

話
し

合
し
こ

1
1

　六　五　四
　位　位　位

時大時営時高
間根間林問校
二高／r署五B
分中十　十
四学七　三
一卜校分　分

一　十　四
秒　四　十
　　秒　六
　　　秒

防
術
汀
で
は
二
等
陸
侮
空
士
の
募
集
を
お
こ
な
つ
て

い

ま
す
。
市
4
諸
君
は
ふ
る
つ
て
応
募
さ
れ
る
よ
う
「

望
み

ま
す

　
受
験
事
項
は
次
の
と
お
り

一
、

応
募
資
格
U
日
本
国
民
で
昭
和
三
十
四
年
七
月
一

百
現
在
満
＋
八
才
以
上
満
二
＋
五
才
末
満
の
互

（
昭
和
九
年
七

月
二
n
か
ら
昭
和
十
六
年
七
月
一
日
　
l

ま
て
の
問
に
生
れ
た
者
）

　
で

中
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

二
、
受
付
期
間
‖
三
月
l
日
か
ら
四
m
十
五
日
ま
で
一

三
、
志
願
手
続
‖
町
役
場
庶
務
係
に
て
志
願
票
一
通

　
を
受
け
取
り
所
要
事
項
を
n
徹
に
記
入
し
た
う
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

L

　
五
円
切
手
を
添
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

四
、
試
験
n
四
月
二
十
六
口
か
ら
五
月
十
日
ま
で
　
一

五
、
身
体
検
杏
基
準
1
1
身
長
百
五
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
」

　

ト
ル
以
上
、
胸
囲
は
七
十
七
以
上
．
体
重
は
四
十
一

　
七

キ
r
r
ク
ラ
ム
以
上

六
、
採
川
人
員
陸
十
1
1
約
四
千
八
百
名
　
海
士
＝
　
I

　
約
千
百
五
十
名
　
空
＋
1
1
約
七
百
名

　
⊥父
通
安
全
　
　
　
　
ス
ピ
州
榔
晒
硯
操
を
張
る
な

　
　

標
語

の

入
選
者

　
　
　
　

　
・
、
麓
湯
田
礼
子

　

さ
き
に
募
集
し
た
交
通
安
全
　
佳
作

竃
籍
壁
慧
曲
り
綾
親
走
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
差
点
除
行
で
ま
ず
安
心

　
入

　
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麓
湯
田
礼
子

　
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
　
一
ホ
ロ
酔
い
運
転
ケ
ガ
の
も
と

　
　
ぼ

く
ら
と
具
に
右
側
を
　
　
　
　
　
皆
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

番
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
子

　
神

川
小
一
年
　
使
永
　
　
豊
　
　
　
（
大
根
占
町
運
転
者
会
）

▲

叉
る
わ
け
で
す
。

　区間成績

七六五四三ニー
区区区区区区区

厚
ケ
瀬
信
夫
（
宿

室
屋
伸
洋

遠
矢
良
夫

伊
勢
止
冶

中
松
正
夫

命
苫
義
夫

中
U
重
男

　
　

市
）

（高
校
A
　
）
1

（
高
校
A
二

（池
田
－
：
）

（
宿
　
吉
y

（
宿
青
）

（池
田
青
）
．
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

卜

L
　
　
　
　
　
　
＞
　
　
　
　
　
　
L

．

i

芦

．
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公
明
選
挙
A
J
そ

民
主
政
治
へ
の
近
道

　

明
る
い
政
冶
社
会
の
中
に
こ

そ
，
わ
た
し
た
ち
の
牛
き
か
い

が

あ
り
ま
す
。
正
し
い
民
主
政

冶
を
育
て
て
ゆ
v
に
は
、
ま
ず

選
挙
の
公
明
化
が
必
要
で
す
。

　

公
明
選
挙
は
正
し
い
民
主
々

一義
を
確
立
す
る
た
め
の
必
要
な

一
前
提
な
の
て
す
。

　

わ
た

し
た
ち
の
町
、
わ
た
し

た

ち

の

郷
土

を
、
よ
り
明
る
い

も
の
と
す
る
た
め
に
、
来
る
べ

き
四
月
の
選
学
に
は
、
町
民
の
一

1
人
1
人
か
、

代
表
と
し
て
、
も
つ
と
も
ふ
さ

わ

し
い
と
思
う
人
に
、
み
ん
な

そ
ろ
つ
て
投
票
し
ま
し
よ
う
。

◎
選

挙
の
期
日
は

知
事
四
月
二
ー
三
日

　
　
　
三
月
二
十
九
日
告
示

わ
た

し
た
ち
の
＝
ぼ
ド
ど
1
5
辻
吟
誇
彦
晶
ビ
i
L
・
・

選
挙

く
も
れ
ぱ

政
治
が

く
も
る

竃
噛
繍
翻
霧
当
藤
曙
細
眺
‥

一
自
殺
、
不
良
化
な
ど
、
春
は
子
を
も
つ
親
に
と
つ
㎜
康
に
す
ご
さ
せ
る
よ
う
、
家
庭

‥
て

心
配

の

種
は

つ
き
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
三
で
の
は
か
ら
い
が
必
要
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
ば
　
い
マ
　
　
へ
す

希

望

の

春

を
　
　
鵠
雄
認
霞
鷲
鑓
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
　
　
　
な
と
よ
く
ガ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
す
ご
や
か
に
嘉
き
’
こ
の
よ
う
な
変
化
が
現

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

蕊瓢

一

県
議
四
月
二
十
三
ロ

一

　
　
　
四
月
八
口
告
。
小

一
町

議
四
月
二
卜
日

1
　
　
m
四
月
一
一
L
一
日
止
口
i
小

　
ー
◆
φ
ー 　　

こ
の
よ
う
な
と
き
、
家
庭
工

一
の

あ
た
た
か
い
助
言
と
指
導
が

　加
え
ら
れ
な
い
と
、
は
け
口
を

失
つ
て
と
ん
て
も
な
い
思
い
余

つ
た
行
動
と
な
り
や
す
い
。
　
一

に
亮
部
詫
纂
麗

池

田
小
学
校
の
校
歌
き
ま
る

春

は
悪
の
芽
も
の
び

　
　
心

の

カ
ギ
を
も
う
るI
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
犯
罪
は
春
先
か
ら
ぐ
ん
と
増
え
る
。

　
県
選
挙
管
押
委
員
会
て
は
、
一
こ
ん
で
い
る
が
、
実
社
会
の
問
と
く
に
そ
の
七
割
を
占
め
る
窃
盗
、
中
で
も
自
転
車
ド
ロ
ボ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
＝
労
か
ら
病
気
に
倒
れ
る
一
◎
戸
じ
ま
り
は
・
目
立
た
ぬ
と
こ
ろ
に
も
う
一
つ

一を
投
じ
ま
し
よ
う
。

「一

大 根 占 町 報

「呈藤運㌶議議8量量§蕊ξ
　　三のさも’　選る自わなにあれ省行と゜はこう食等に止りし
　　十とれな鹿
　　四おるい児
　　年りよよ島
鹿鹿請㌶雫
鴛鴛大ξ琴罐

1；議
za　tX　　　　た一

　　　　　め人

挙態覚れり対る選とうき
の度しわましこ挙自立に
3こて’れせ常と民粛候当
現望不有んにをがを補っ
にみ公権゜監深’う予て
一’ 正者
層わなは
のれ行主
努わ為権
力れを者
がの行と
望政うし
ま治者て
れをにの
る守対誇
のるしり
てたてと
あめは責
りの’任

視く民な定’
と認主が者わ
批識政すやれ
判し治とそわ
をてのとのれ
怠’本も他は
たこ質に関’
らのと’係こ
ぬよ正主者の
ようし権によ
うない者対う
に不選てしな
心公挙あて不
が正がる’正

匡錫㌫ξ競㍊
政放り供こかてが前
（fii　i？T芒　ま　　　、　っ　2っ　し　、　　、　運

㌶惣磐顯鞍
全こ’の行’こ補’
なとこ贈う最ろ届こ

欝鷺麟鵠誌
を選うが依スりに類
阻挙な行頼タま行す
害の不わや［すうる
す公正れ’等゜選行
る正なるはの　挙為
もを行例な掲　運が
の害為がは示　動増
でしが見だや　は加
あ’横らし他　すし

　

池
田

小
学
校
で

は
、
校
歌
を
　

制
定
、
学
校
音
楽
会
を
か
ね
て

訟　
二
月
十
四
日
そ
の
発
表
会
を
ひ

ら
き
ま
し
た
。

　
　
池
田
小
学
校
校
歌
　
　
一

扉耀
大
醸
手
麺
竺

L
　
み

ど
り
の
原
よ
　
高
原
の
二

　

国
見
お
ろ
し
に
ま
ゆ
あ
げ
て
一

働議
竃
曝
だ
＝

呂

　
せ
せ
ら
ぐ
水
よ
　
神
の
川
一

か

じ
か
さ
や
か
に
な
く
と
こ
ろ

一
み

ん

な
仲
よ
く
　
か
た
く
ん
て

は
げ
む
ぼ
く
ら
だ

l　
　
　
　
　

わ
た

し
ら
だ

小
学
　
小
学
　
池
田
校

＆

　
は

る
か
な
空
よ
　
開
聞
の

す
が
た

あ
お
い
て
　
朝
夕
に

の

ぞ
み
大
き
く
　
た
く
ま
し
く

生
き
る
　
ぼ
く
ら
だ

　
　
　
　
　

わ
た

し
ら
だ
　
　
一

　

小
学
　
小
学
　
池
田
校
　
　
1

ー
ー
l
l
l
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ろツ　◎つ．は’て
てト人スてJlごカすド

㌔三リ顯蕩ぷ
　物にのまりずか・」、1

　かは予しもかけをを
　ご’防よ’1て忘受防
のス
中リ

なが
どい
はる
、　o

一
洋

番服
ね’
らエ

わプ
れロ
やン
すの
い外
とポ

こケ

う人すれけぐ
゜

を゜’たに
　ご　カヒは
　ら　キ割’
　し　をま何
　’　こてと
隣　わはい
近　し戸っ
所　たじて
と　りまも
も　’り戸
よ　窓がじ
く　かしま
連　らてり
絡　入なが
し　るい第
あ　のか一

火
事
の
お
も
な
原
因
は

　　　　
肋書
の
不
備
か
ら
で
す

　
　
い

ま
、
全
国
春
の
防
火
運
動
の
期
間
中
で
す
。

　
　
い

ま
ご
ろ
は
、
乾
燥
期
て
、
各
地
で
火
事
、
と
く

　
に

山
火
事
が
多
い
の
が
侮
年
の
例
て
す
o

　
　
こ
と
し
は
雨
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
火
事
は
ほ
と

　
ん

ど
が
不
注
意
か
ら
て
、
か
ね
て
か
ら
気
を
つ
け
れ

ぽ

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
て
あ
り
ま
す
。

　
　
と
く
に
、
え
ん
と
つ
、
か
ま
と
か
ら
の
火
事
が
そ

　
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

◎
え
ん
と
つ
か
ら
起
る
火
事

　

え
ん
と
つ
か
ら
の
火
事
は
、
過
熱
、
破
損
、
火
の

粉
、
取
付
部
の
割
れ
目
な
と
が
原
因
て
す
。

1
、
え
ん
と
つ
は
、
屋
根
の
上
六
十
セ
ソ
チ
以
上
出

　

す
こ
と
、
も
し
そ
の
先
端
一
メ
ー
ト
ル
以
内
に
軒

　
　
が
あ
る
と
き
は
さ
ら
に
六
十
セ
ン
チ
出
す
。

2
、
え
ん
と
つ
と
木
材
部
が
く
つ
つ
か
な
い
よ
う
に

　
　
し
、
こ
わ
れ
た
ら
す
ぐ
修
理
す
る
。

◎

か

ま
ど
か
ら
起
る
火
事

1
、
か
ま
ど
の
ま
わ
り
は
’
よ
く
整
と
ん
し
、
燃
え

　

や
す
い

も
の
を
近
く
に
お
か
な
い

2
、
か
ま
ど
の
上
l
・
五
メ
ー
ト
ル
以
内
に
燃
え
や

　

す
い
も
の
を
お
か
な
い
こ
と

　

消
防
団
で
は
こ
の
週
間
中
に
各
分
団
ご
と
に
「
か

ま
ど
、
え
ん
と
つ
　
の
検
査
を
行
う
予
定
で
す
。
危

険
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
修
理
、
改
造
を
お
す
す

　
め
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
て
の
例
て
は
、
な
か
な
か
実
行
さ
れ
て
い
な

　
い
よ
う
て
す
が
、
火
事
の
多
く
は
、
か
ま
ど
と
、
そ

　
の
附
属
設
備
の
不
完
全
か
ら
お
こ
つ
て
い
ま
す
。

　

　
こ
と
し
こ
そ
は
、
火
事
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ぜ

ひ

こ
の
こ
と
は
実
行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
切
に
希
望

い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
根
占
町
消
防
団

か

を

み
い
だ

し
、
す
べ
主
主
義
の
政
治
形
態
と
し
て
最

て

の

人
々

が
新

し
い
も
進
ん
だ
適
し
た
制
度
と
さ
れ

道
を
一
歩
一
歩
あ
ゆ
て
い
る
。
国
家
最
高
の
権
力
は

み

今
日
に
至
つ
た
。
国
民
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
際

　
私
達
の
憲
法
の
前
の
政
治
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

文
の
中
に
は
、
「
こ
政
治
を
行
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な

z
に
主
椎
が
国
民
に
い
か
ら
、
国
民
に
よ
つ
て
選
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
盛
ん
に
な
り
、
大
正
十
四
年
の
最
大
幸
福
を
目
ざ
し
て
行
わ
恥
し
く
な
い
人
を
選
挙
し
な
け
の
気
持
に
反
す
る
人
を
選
ぶ
こ
顔
で
付
合
を
し
て
行
く
人
に
な

違
齪
綴
纏
籠
騨
難
灘
…
鐙
繕
議
竃
竃
議
ぽ
⌒
嶽
撒
継
竃
バ
嚇
羅
蹴
議
誌
霞

身
の
在
り
方
も
見
失
人
類
が
長
い
歴
史
を
通
じ
て
尊
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
　
人
民
に
ょ
る
人
民
の
た
め
の
政
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
民
よ
つ
て
投
票
が
行
わ
れ
て
は
な
に
は
・
有
権
老
の
一
人
l
人
が

鍵
難
臨
竃
議
趣
酬
臥
胴
罐
籠
評
藁
薫
瑠
蒙
寡
纏
舗
翼
轍
一
杜
嬬
竃
鱗
議
蹴
鑑
ぽ

な
る
。
病
気
そ
の
他
の
や
む
を
、
自
分
自
身
を
、
他
の
人
々
と

得
ぬ
理
由
の
な
い
限
り
、
主
権
と
も
に
高
め
て
行
く
努
力
を
し

老
と
し
て
の
一
票
を
投
じ
な
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
個
人
の
自

れ
ば

な
ら
な
い
o
　
　
　
　
　
覚
は
，
近
代
社
会
の
明
る
い
社

◎

明
る
い
選
挙
を
鷺
纏
鰭
語
鵠
露

　
私
達
が
選
挙
の
際
’
個
人
間
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ

し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
国
で
は
明
治
二
十
三
年
帝
国
議
’
国
民
に
主
権
が
あ
り
、
国
民
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
国
民
の
売
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
手
を
と
り
あ
い
、
お
互
い
を
高

者
が

こ
れ
を
行
使
し
そ
の
福
利
会
議
員
の
選
挙
の
際
は
、
選
挙
の
I
人
I
人
が
国
の
主
人
で
あ
た
め
の
政
治
を
行
う
人
々
、
代
ろ
う
か
。
自
分
の
政
治
に
対
す
挙
の
と
き
に
は
お
互
が
白
分
の
め
あ
つ
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま

は

国
民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
。
権
は
喧
　
　
　
十
五
円
以
上
を
る
以
上
、
政
治
は
国
民
の
た
め
表
者
を
選
　
　
と
は
、
民
主
政
る
希
璽
を
代
表
し
て
く
れ
る
人
意
見
せ
述
ぺ
　
　

▲
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1
一
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
　
す
。
町
て
は
少
い
水
田
を
1
1
か

パ　
　3
水
稲
　
六
十
一
ヘ
ク
タ
ー
し
、
今
後
は
二
期
作
も
積
極
的

飾
ル

（
前
年
三
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八
ヘ
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に
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す
る
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す
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賢
二
三
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六
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二
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年
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五
＋
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弓
、
記

　
　
て
、
前
年
を
大
き
く
上
ま
わ
つ
の
竹
日
川
合
に
な
る
と
互
ら
れ

　
　
て
い
ま
す
か
、
町
と
し
て
は
、
て
い
ま
す
か
、
東
血
　
ー
九
u
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一

　

水
稲
を
百
五
十
ヘ
ク
ク
ー
ル
ま
は
、
す
て
に
奨
励
品
仰
か
ら
除

　
　
て
討
及
す
る
よ
う
今
後
力
を
い
外
さ
7
／
て
お
り
、
他
の
品
仲
に
一

　

れ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
　
き
り
か
え
る
こ
と
か
甲
ま
れ
て

　
　

品
栢
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
一
い
ま
す
。
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一

あ
わ
な
い
よ
う
、
牧
か
く
期
を
「

五

～
七
日
早
め
る
こ
と
。
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り
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で
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｛
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の
失
敗
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で
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「
な
ど
が
あ
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ら
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い
ま
す
。
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施
計
訓
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
こ
れ
は
二
期
作
と
な
る
予
定
て
技
術
の
習
得
と
・
苗
床
の
管
理

評
判
の
よ
い

大

根

占
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紅
茶

大
根
占
町
で
の
相
茶
凡
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も
ば
地
に
お
と
ら
な
い
良
質
の
も

の

か
て

き
て
い
ま
す
。
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下
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支
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わ
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の
面
積
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親
床
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、
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、
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植
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平
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4
ふ
み
込
み
の
方
法

　

ふ

み
込
み
材
判
は
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ワ
ラ
、

落
葉
、
新
し
い
タ
イ
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な
ど
を

使
い
、
熱
が
不
足
す
る
よ
う
な

心
配
の

あ
る
場
合
は
、
さ
ら
に

鶏
糞
、
米
ヌ
カ
な
ど
を
使
用
す

る
。
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陪
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茶
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、
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三
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一
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で
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先
進
あ
り
ま
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種
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の
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み
込
み
　
　
　
せ
つ
か
く
温
床
に
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せ
込
ん

の

種
い
も
は
一
個
の
重
さ
二
百
一
て
も
、
お
ム
い
を
せ
ず
に
放
つ

八
十

グ
ラ
ム
程
度
の
で
き
る
だ
一
て
お
く
と
温
度
が
下
り
温
床
の

け
、
無
病
健
全
な
も
の
を
用
い
効
果
が
な
く
な
る
か
ら
、
か
な

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ず
、
ビ
ニ
ー
ル
か
、
保
温
紙

四

も
し
、
病
気
の
心
配
が
あ
れ
を
か
ぶ
せ
る
。

海

岸
地
帯
の
も
の
は
色
と
・
牛
産
の
増
大
を
計
る
必
要
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一
十
日
か
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三
月
三
十
一
日
ま
で
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資
金
の
種
類
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借
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入

（3）

ば
四
十
八
度
の
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に
四
十
分
ぐ
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ふ
せ
込
み
後
の
管
理
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に
必
要
な
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件
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自
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地
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自
作
地
を
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す
る
の
に

　
　
必
要

な
資
金
で
農
地
法
三

　
　
条
に
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定
す
る
知
事
の
許

　
　
可
を

必
要
と
す
る
。

2
小
作
地
取
得
資
金

　
　
小
作
地
を
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と
す
る

　
　
も
農
地
払
三
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泊
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必
変
と
す
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。

3
相
続
資
金

　
　
遣
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は
、
男
性
側
の
ず
い
ぶ
ん
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し
、
ま
た
、
そ
ん
な
い
や
な
気
て
い
ら
れ
て
は
と
て
も
開
拓
な

手
な
言
い
方
で
、
女
性
か
ら
言
持
で
毎
日
を
送
つ
て
い
る
よ
う
ど
は
て
き
な
い
。

わ
せ

る
と
「
亭
主
の
不
作
は
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で
は
、
ど
う
せ
ロ
ク
な
こ
と
は
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健
康
に
し
て
笑
顔
を
失
わ

代
ま
で
の
不
作
」
と
い
う
こ
と
で
き
な
い
で
、
あ
た
ら
生
涯
を
な
い
妻
一
は
文
字
ど
お
り
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神

に

な
る
だ
ろ
う
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し
か
し
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こ

こ
で
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男
女
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あ
と

ま
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に
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こ
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菓
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移
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る
も
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な
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菓
て
，

ど
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な
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事
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い
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ら
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あ
る
。
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、
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あ
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に
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・
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の
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取
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明
朗
さ
て
あ
る
。
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て
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の
亭
主
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だ
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も
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こ
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必
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、
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一
お
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業
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金

で
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や
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三
け
活
蓼
早
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め
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ず
ね
く
だ
さ
い
゜

　乙
と

ゼし

ひの
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に
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ろ
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な
条
件
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111分
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）

鷺賢
込
み
が
終
つ
誌
馨
霞
い
舗
摺
聾
ら
い
の
ヌ
ル
．
湯
を
か
け

ら
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
い
一
①
い
も
が
表
面
に
出
る
よ
う
で
ぴ
移
植
床
の
準
備

た

床
土
を

約
＋
五
セ

ン

チ

入
NI
あ
れ
ば
見
え
な
く
な
る
程
度
に
一
移
植
床
の
場
所
は
で
き
る
だ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

熱
の
に
げ
る
の
を
防
ぐ
た
め
’
も
み
が
ら
を
ふ
り
か
け
る
ま
た
け
温
床
に
近
い
と
こ
ろ
に
作
る

コ

モ

ま
た
は
、
ム
シ
ロ
な
ど
を
一
、
い
も
は
頭
の
方
（
芽
の
出
る
（
他
の
条
件
は
親
床
の
場
合
と

ぶ
せ
而

水
の
は
入
る
の
を
防
籔
腱
緬
鯉
ふ
せ
3
同
齪
週
間
ξ
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
た
ね
〕

か

議
辮
麗
翼
ぎ
譜
班
螢
饒
W
墾
て
根
の
発
育

　　　　　　　　　　　竃
擁
熟
籔
蒜
赫
禦
砂
べ
ら
い
に
あ
＃
g
e
r
み
ぞ
さ
2
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
て

芽
を

ひ

ろ
げ
な
が
ら
植
え
参
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
水
は
け
を
よ
く
し
て
く
だ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
つ
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
＝
平
方
メ
－
ト
ル
は
一
坪
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

移
柏
が

終
つ
た
ら
、
て
き
る
十
八
リ
ッ
ト
ル
は
一
斗
　
　
　
・
早
期
栽
培
の
前
作
む
ぎ
は
追

肥
は
ひ

か
え
て
、
早
く
熟
す
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　

な
た
ね
の
土
寄
せ
は
花
の
開

か
な
い
う
ち
に
す
ま
せ
ま
し
よ

う
。
花
が
開
い
た
あ
と
は
キ
ン

カ
ク
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
キ

ン

カ
ク
病
の
防
除
は
’
開

花
最
盛
期
後
、
水
銀
粉
剤
が
き

き
目
が
あ
り
ま
す
o

　

ア
ブ
ラ
虫
、

B
H
C
粉
剤
か
マ
ラ
ソ
ン
粉
剤
｝

を
四
－
六
キ
ロ
散
布
す
る
。

［
早
期
□
陸
稲
〕

　
昨
年
の
か
ん
ぽ
つ
で
、
よ
い

種
子
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
で
き
る
だ
け
充
実
し
た
よ

い
種
子
を
選
ん
て
く
だ
さ
い
。

　
種

ま
き
は
三
月
下
旬
か
ら
四

月
五
日
ま
て
が
適
期
で
す
。

　

ネ
ア
ブ
ラ
虫
の
防
除
に
、
ア

ル

ド
リ
ン
粉
剤
を
た
い
肥
に
ま

ヨ

ト
ウ
虫
に
は
ぜ
て
使
い
ま
し
よ
う
。

移

植
は
天
気
の
よ
い
日
を
選
工
ン
チ
Y
ら
い
に
な
っ
た
ら
早
気
を
見
て
次
の
作
業
を
早
く
や
〔
早
期
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　稽
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
ま
き
の
時
期
に
な
り
ま
す
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
で
に
下
葉
や
茎
葉
モ
ミ
ガ
ラ
ク
ン
炭
の
準
備
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苗

株
間
は
二
十
1
二
十
五
セ
ン
チ
ー
ト
ル
当
り
杭
安
八
十
グ
ラ
ム
の
色
が
か
わ
つ
て
い
る
も
の
も
代
の
荒
お
こ
し
の
す
ん
で
い
な
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
人

は
急
い
で
や
り
ま
し
よ
う

　

こ
と
し
は
、
二
十
五
日
ま
で

に
種

ま
き
を
終
り
、
八
月
十
日

ま
で
に
牧
か
v
て
き
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

　
肥
料

の

や

り
方
は
’
二
月
号

の
町
報
を

参
考
に
し
て
v
だ
さ

い
o

　
　
　
ウ
　

　

訂
　
正

　
町
報

二
月
号
〃
二
面
の
去
勢

牛
の
若
令
飼
育
〃
の
記
事
中
、

一
三

十
三
年
十
月
の
せ
り
市
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

二
万

円
の
ー
1
と
」
あ
る
は
、

コ
ニ
十
二
年
十
月
」
の
誤
り
で

あ
り
ま
す
か
ら
訂
正
し
ま
す
。

］

“
－
　
A
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司
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’
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’
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’
v
－
i
1

（4）第75弓’和34年3月10n報

1i
町占

・

翼
翼
霞
霞
護
い
聾
爵
き
の
手
を
塗
・
る
は
ず
て
す
一
・
霧
語
聾
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
う
ま
く
出
発
さ
せ
た
い
も
の
て
に
育
て
て
は
な
ら
な
い
、
き
ひ
　
そ
う
て
す
。
学
校
の
先
生
と
さ
つ
を
し
ま
し
よ
う
。
｛
Σ

1
－
－
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
朝
の
あ
い
さ
つ
ー
「
お
　
丁
と
き
も
元
気
よ
く
し
ぜ
ん
i
＋
－
－
－
　
1
年
生
の
考
え
方
　
－
　
　
　
ー

趨
螢
鷲
鷲
瞥
顯
鷲
は
い
蕊
藷
ぽ
露
竃
朝
起
詩
．
誤
竃
竃
。
う
に
し
て
や
，
ま
＝
先
生
が
蕃
偉
い
ー
と

所憲
顯
ハ
蒲
鋸
顯
鷲
磁
露
鷲
欝
霞
雛
岬
導
学
校
で
出
合
つ
究
2
竃
の
あ
い
ミ
」
一
詩
霞
霞
警
耳
わ
茎

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
　
”

学前の準備

をもつ　　　一一
前’
巡

h
　り
　　　、

大　　　注
き

　　く

ひ†η掲入↓ま↓ま

　慣　　　う
　を
　つ
　け
　る
　こ
　と

　給
　食
て
も

ξ
な

い
と

ξ
避

入

語
騨
諮
護
鯉
諮
グ

お

や
す

み

な
一
象
蕃
偉
い
の
だ
と
考
え
て
立
は
、
そ
れ
が
子
ど
も
に
好
ま
ま
り
・
学
校
の
6
か
わ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
生
し
く
な
い
熊
度
と
な
つ
て
あ
ら
・
と
い
つ
た
り
、
家
て
は
せ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

ゆ

つ
v
り
食
べ
さ
せ
て
や
ろ

r
い
た

だ

き
ま
す

＾
・

L
、）
「
こ

ら
そ
う

　
　

さ
ま
で
し
た
」

♂（
外

出
す
る
と
き
の

家
①
凶
ろ
い
ろ
‘
文
づ
け
な
た
が
い
い
て
し
よ
2
・
⑤
学
校
の
行
き
帰
り
に
辿
に
あ
い
さ
つ
さ
せ
た
い
も
の
で
吊
つ
た
と
き
の
あ
い
さ
つ

三
い
．
襲
芦
ピ
鯵
翼
鴇
肋
別
霞
疑
詫
巨
爾
り
の
あ
い
ミ
ー

M
i
と
も
に
と
つ
て
、
大
き
な
万
ち
物
を
是
の
場
所
に
お
天
交
通
で
す
。
た
と
え
近
道
「
さ
よ
う
な
ら
」

も
変
化
て
も
あ
る
の
て
す
・
そ
・
か
と
り
で
食
べ
ら
れ
、
そ
の
け
て
・
安
全
な
道
を
通
わ
せ
む
教
室
を
出
る
と
き
、
か
な
ら
ず

根

ど
子
然
に
・
も
つ
と
も
有
嚢
に
あ
一

諜
跳
議
謡
議
璽
肌
曇
藷
躍
籠
誓
講
に
聞
い
て
か
・

あ
｛
あ
い
さ
了

　
　
；F
い

つ
て
き
ま
す
」

　
　
v
　
　
　
’

だ

け
に
・
小
学
校
に
入
学
す
辺
前
後
の
渠
か
て
き
・
・
－
v
O
　
1
し
よ
う
・
た
と
え
ば
・
轟
の
先
生
警
い
ま
す
。
導
会
つ
き
も
・

と
い
う
こ
と
を
、
も
つ
と
も
n
便
所
か
ひ
と
り
て
使
え
る
こ
と
先
生
と
も
相
談
し
て
・
毎
日
通
一
た
友
だ
ち
や
知
人
に
も
は
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．

そ
の
ほ
か
、
s
生
湾
の
お
る
道
を
決
め
て
お
v
・
と
も
二
り
言
い
ま
す
・
友
だ
ち
と
別
む
で
す
・

一ー－
r
た
だ
い
ま
L

　

そ
の
ほ
か
、
よ
そ
の
家
を
訪

問

し
た
と
き
、
物
を
い
た
だ
く

と
き
、
何
か
を
尋
ね
ら
れ
た
と

一

　
　
　
こ
れ
ら
を
一
年
生
ら
し

L

V
、
あ
い
さ
つ
さ
せ
た
い
も
の

に
は

い
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
親
か
ら
見
る
と
’

　
す

ぎ
て
し
ま
う
結
果
に
も
な
旦

　

か
ね

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ろ

　

v
に
か
ま
ず
に
の
め
こ
ん
だ
り

　

残
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な

対
る
と
、
わ
が
イ
か
わ
い
さ
の
あ

　
で
す
か
ら
、
お
父
さ
ん
、
お
う
と
思
う
家
庭
が
あ
り
ま
す
が

母

さ
ん
、
で
き
る
だ
け
学
校
の
、
こ
れ
て
は
困
り
ま
す
。
だ
ん

必
ず
し
も
白
分
の
意
見
と
一
致
方
針
を
丹
解
す
る
よ
う
に
し
ま
だ
ん
じ
よ
う
ず
に
、
人
な
み
に

す

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
し
し
よ
う
。
家
庭
と
し
て
は
「
先
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
庭
で

て

あ
げ
く
の
は
て
は
、
先
生
を
｝
生
の
お
つ
し
や
る
こ
と
を
守
る
も
気
を
く
ぼ
り
た
い
も
の
て
す

瑞
農
馴
認
舗
醐
勉
籠
ぱ
巽
鴫
、
原
則
と
し
ま
ず
親
が
進
ん
て
学
校
や
受

o

し
か
し
そ
の
結
果
は
ど
う
で

し
よ
う
か

①

子

ど
も
は
と
ま
ど
う
ば

か
り
。

②

親
に
対

し
て
腹
だ
ち
つ

ぼ
く
な
る
。

③

親
を

絶
対
だ

と
思
う
子

は
、
先
生
の
い
う
こ
と
を

い

い
加
減
に

聞
く
よ
う
な

子
ど

も
に
な
る
。

　
い
ず
れ
に

し
て
も
、
親
と
教

）

つ
一新入

　にす？1一
が文
　を
　つ供け
　　る

　父
の母
つ1一か

活お
をり

　③
を早
つ寝
け、
る早
こ起
とき
ての

遷

　
　
　
　
　
　
　

　

大
一

　
　
　
　
ぷ
　
　
　
ぺ

一

　

5
じ
S

蕊鋪
〔

⑦

勉
強
の
習
慣
を
つ
け
さ
籔
鷲
籠
い
詫

　

せ

る
こ
と
て
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
も
の
て
す
。

　
勉

強
の
習
恨
は
、
一
年
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
た
め
に
は
、
お
か
あ
さ

慰
躍
ビ
霧
だ
け
「
在
宅
」
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

r
お

か
あ
さ
ん
、
た
だ
い
ま
L

よ
い
て
し
よ
う
。
そ
の
時
間
は

・

か

な
ら
ず
机
に
向
つ
て
・
予
と
い
つ
た
と
き
’
す
ぐ
答
え
て

習
、
復
習
を
さ
せ
た
い
も
の
で
く
れ
れ
ぽ
、
子
ど
も
は
言
う
こ

す
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
も
し
れ

　
そ

し
て
と
く
に
注
意
し
た
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
言
お
う
と

こ
と
は
、
子
ど
も
の
環
境
を
整
思
つ
て
帰
つ
て
も
、
お
か
あ
さ

、

κ
て

や

る
こ
と
で
す
ね
。
　
　
ん
が
そ
の
と
き
い
な
い
と
、
み

た

と
え
ぽ
’
机
と
い
す
、
机
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

な
忘
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
か

ら
お
か
あ
さ
ん
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
な
た
の
子
と
も
さ
ん
の
話
を
聞

新
し
い
品
で
な
く
て
も
い
い
の
て
と
き
は
、
な
る
べ
く
・
数
を

行鷲
難
詰
解
甦
経
巽
れ
制
蕾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
の
教
師
に
協
力
し
て
、
了
ど

　
た

と
え
ば
、
子
ど
も
の
健
康
も
を
学
校
生
活
に
な
じ
ま
せ
、

に
と
く
に
深
い
汁
〉
品
を
払
つ
て
一
同
じ
角
度
か
ら
、
家
庭
内
て
も

い

る
家
庭
で
は
食
甑
の
時
間
を
し
つ
け
る
よ
う
に
し
て
v
だ
さ

ゆ
つ
く
り
す
る
よ
う
に
し
つ
け
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p

て

い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

ぜ

シ

も
ロ
ク
く
ご
ノ
ひ
　
ハ
　
　
へ
　
ち
く
　
　
ノ
　
　
ハ
ひ
コ
も
　
　
く
　
　
ノ
づ
リ
ハ
タ
　
も
う
　
く

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　
始
業
式
の
翌
日
、
子
ど
も
が
一
か
理
科
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
る

ま
　
　
、
子
　
た
ち
　
　
　
　
一

ご
と
ご
と
に
し
ば
り
つ
り
ま
す
　
小
学
校
は
朝
の
始
業
時
間
か

と
、
粘
神
面
ま
て
い
し
ゅ
く
し
一
早
い
の
か
普
通
て
す
。

て

し
ま
い
ま
す
。
な
ん
の
感
激
ら
早
寝
、
早
起
き
の
習
恨
は
、

も
へ
な
ん
の
ズ
し
み
も
　
え
な

鱗
．
熟
嘉
餐
1
1
入
学
前

は
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
ス
タ

劉
霞
詫
謡
諏
浩
巳
＝
　
　
　
　
●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

ま
た
は

迎

え
に
行
く
と
き
も
便
利
て
す
学
校
へ
行
つ
て
先
生
の
許
可
を
一

o

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
て

か

ら
行
動
す
る
よ
う
に
し

　
ま
た
、
学
校
へ
行
く
と
き
、
一
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
主

近
所
の
友
だ
ち
を
さ
そ
う
よ
う
゜

て

す
か一

に
す

る
こ
と
も
よ
い
こ
と
で
す

　
　
　
1
0
そ
し
て
行
き
帰
り
は
道
阜
を

後
に
ぜ
ひ

い

う
こ
と
て
し
よ
う
。

し

つ●

け●

て

お
き

た

い
、

J

A
J
－

②

自
分
の
こ
と
は
ひ
と
り
入
学
前
後
の
・
う
に
つ
け
て
ま
せ
な
い
・
寄
り
道
を
さ
墓
⑥
友
だ
ち
と
仲
よ
く
遊
ば

て
て
き
る
よ
う
に
な
れ
下
な
い
と
、
あ
と
て
よ
ほ
ど
努
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
旦

さ
せ
て
お
く
こ
と
て
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

力
を
し
な
く
て
は
、

幼
柑
園
の
生
活
や
家
庭
て
は
の
習
慣
は
つ
く
も
の
で
は
あ
り
さ
い
ね
、
と
子
ど
も
を
使
つ
た
一
学
校
生
活
で
は
’

、

子
ど
も
に
て
き
な
い
こ
と
は
ま
せ
ん
o
こ
の
機
会
に
、
家
じ
り
す
る
の
は
、
も
つ
て
の
ほ
か
ち
と
の
生
活
の
よ
し
あ
し
に
よ

と

て
も

そ

帰
り

に

は
何
々

を
買

つ
て
き
な

せ

る
こ
と
で
す
。
　
　
一
ざ
ぶ
と
ん
を
、
ち
や
ん
と
子
ど

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
も
用
と
し
て
与
え
て
や
る
こ
と

　
　
　
　
　
　

そ

の
友
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
何
も

す

ぐ
ま
わ
り
て
手
伝
つ
て
や
つ
ゆ
う
の
者
が
里
行
動
を
と
る
エ
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
l
g
て
・
悪
へ
走
る
場
介
が
多
い

学
校

i
l活

・て

は
　、
’ た
と

え

ぽ

一）

④
体
力
を
養

つ
て
お
く
こ

の
き
ざ
し

に
な

つ
た
り

す
1、る

一c
も

わ
が
子
が
、

友

だ
ち
と

仲
よ

た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
一
よ
う
努
め
た
い
も
の
で
す
。

k
服
を
脱
し
だ
り
〉
泊
た
り
す
る

こ
と
は
、
ひ
と
り
て
や
ら
な
け

れ
ば

な
り
ま
せ
ん
o
新
し
い
ラ

ン

ト
セ
ル
へ
の
本
の
入
れ
方
、

出
し
方
。
ラ
ン
ド
セ
ル
の
し
め

方
、
開
き
カ
。

　

　

　

　

　

　
ラ
ン
ド
セ
ル
の

㏄誌
○
ぽ
赫
C
篶

。
そ
う
し
た
こ
と
が
悪
い
習
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と
し
て

　
と
で
す
。
　
　
　
　
　
τ
に
も
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

　
入
学

し
た
子
ど
も
の
精
神
而
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

、

肉
体
面
の
緊
張
は
、
予
想
以
　
ま
た
、
道
で
知
ら
な
い
人
に

上
に
大
き
い
も
の
で
す
。
そ
の
話
し
か
け
ら
れ
た
り
し
た
場
合

た
め

に
発
熱
す
る
子
ど
も
さ
え
一
の
応
待
も
、
十
分
に
心
得
さ
せ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

い

る
く
ら
い
で
す
か
ら
、
ふ
だ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
要

鍾
鷲
竃
つ
て
お
璽
ボ
縛
璽
ぱ

く
遊
べ
る
と
い
う
こ
と
が
た
い

せ

つ
で

す
。
し
か
し
、
遊
び
に

い

ろ
い
ろ
注
文
を
つ
け
な
い
こ

と
て
す
。
む
や
み
に
制
限
を
つ

け

な
い
で
、
自
由
に
、
の
び
の

び

と
、
思
う
が
ま
ま
に
遊
ば
せ

た
い
も
の
で
す
。

て

や
れ
ば
、
子
ど
も
は
大
よ
ろ

こ
び
で
し
よ
う
。

⑧

そ

と
で
あ
つ
た
こ
と
を

　
な
ん
て
も
話
す
習
慣
を

　

つ
け
ま
し
よ
う
。

の

醤
秒
西
籠

よ
う
。
子
と
も
が
一
つ
言
う
と

す

ぐ
あ
あ
だ
ろ
う
、
こ
う
だ
ろ

う
と
補
つ
て
し
や
べ
つ
て
し
ま

え

ば
、
子
と
も
は
い
つ
に
な
つ

て

も
ち
や
ん
と
し
た
話
が
て
き

ま
せ
蕩
。
子
ど
も
が
話
す
の
を

待
ち
ま
し
よ
う
。

帰
つ
て
く
る
や
い
な
や
、
き
よ

う
は
ど
こ
を
習
つ
た
の
、
さ
あ

、

習

つ
た

と
こ
ろ
を
読
ん
で
ご

ら
ん
、
な
ど
と
せ
つ
か
ち
に
聞

く
母
親
が
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

、

と
ん
で
も
な
い
ま
ち
が
い
で

す
。　
い

ま
の
学
校
で
は
、
い
き
な

り
国
語
の
本
を
読
ま
せ
た
り
、

数
字
の
勉
強
を
す
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

国
硫
の
本
を

読
ん

だ

り
、
算

数
の
本
を
使
わ

せ
た

り
す
る
の

は
、
入
学
後
、

し
ば
ら
く
た
つ

て

か

ら
な
の
で

す
。　

つ
ま
り
い
ま

の
学
校
で
は
、

教
科
苫
だ
け
の

勉
強
で
は
な
い

か
ら
で
す
。

　

ま
ず
’
学
校

に

な
れ
さ
せ
る

た

め
、
学
校
の

中
を
案
内
し
て

・

ど
こ
に
何
が

あ
る
か
を
知
ら

の

で

　

ま
た
、
友
だ
ち
と
い
つ
し
よ

に
遊
ぶ

と
い
う
こ
と
も
、
大
輌

な
教
育
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　
学
校
て
は
、
家
庭
て
や
る
よ

う
に
自
分
の
思
う
と
お
り
の
遊
，

び
が
て

き
ま
せ
ん
o
同
じ
年
齢

の

了
ど
も
が
某
つ
て
い
る
の
て

す
か
ら
、
一
つ
の
遊
び
道
具
を

か
わ

る
が
わ
る
使
つ
て
遊
ぽ
な
一

け
れ
ぽ
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
遊
び
の
な
か
か
ら

、

順
番
を
守
る
こ
と
や
、
自
分
一

の

我
を

お

さ
え
が
ま
ん
し
て
仲
s

よ
く
友
だ
ち
と
遊
ぶ
と
い
う
人

間
を

作
り
あ
げ
て
い
く
の
て
す

o　

ま
た
、
学
校
へ
持
つ
て
い
v

物

は
、
前
の
日
に
か
な
ら
ず
そ

ろ
え
て
お
き
ま
し
よ
う
。

　
学
校
て

は
’
　
「
自
分
の
こ
と
一

は
自
分
で
す
る
」
と
い
う
こ
と
　

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
　
　
一

　

こ
う
し
た
こ
と
が
、
自
主
、

n
律
の
民
主
的
人
格
を
形
成
す

る
た
め
の
、
大
事
な
し
つ
け
で

も
あ
る
か
ら
て
す
。

在

　
1

現
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5
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亡

　

人
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帯
月

　
総
男
世
前
　
転
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出
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せ

る
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な
ど
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始
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す
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い
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い
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も
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